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東南アジアで
特許ドラフティング

セミナーに参加してみた（その２）
　本稿では、前号に続いて、マレーシアで開
催された特許ドラフティングセミナー（SEAD：
South East Asia Drafting）の概要を紹介致
します。
 
１．前号の振り返り
　SEADは、東南アジアにおいて、若手実務
家向けに特許のドラフティングを教えること
を目的に開催されているセミナーです。2014
年のSEADでは、５月と11月にそれぞれ５日
間の講義が行われました。

２．講　義
　講義では、クレームドラフティングの手法
を学びます。明細書ドラフティングもカリキ
ュラムに含まれていますが、実際には、クレ
ームドラフティングに大半の時間が割かれま
した。
　SEADで教えるクレームドラフティング
は、「Functional Analysis（機能解析）」とい
う作業がポイントです。この「Functional 
Analysis」は、筆者にとって最後まで難解な
ものでした。
　「Functional Analysis」とは、文字通り、
発明の「機能」の解析です。簡単に言えば、
機能的クレームの構成要件を抽出する作業で
す。しかし、「機能」の捉え方が、日本実務
に慣れている私には馴染めませんでした。一
般的に、日本では機能的クレームを避ける傾
向にあると思います。しかし、SEADでは、
日本では受け入れられないような機能的思考
が求められました。これは、SEADのカリキ
ュラムが欧州実務をベースに作られていたこ

ととも無関係ではなかったかもしれません。

３．グループワーキング
　SEADの目玉はグループワーキングです。
日替わりで与えられる課題（発明提案書のサ
ンプル）に対して、５人１組のグループで１
つのクレームを作ります。作ったクレーム
は、翌日の講義の冒頭で発表します。
　私のグループは、私以外が全員マレーシア
人でした。特許事務所の技術者、マレーシア
特許庁の審査官、そして、政府系機関のエン
ジニアといった面々。
　課題として与えられる発明は極めてシンプ
ルです。そのため、議論はむしろ白熱しま
す。例えば、ステープラーの発明が課題にな
ったときは、「ステープラーの機能は紙を綴
ることだ」、「いや、針を１つずつ押し出す機
能も必要だ」、「紙以外も綴じれるのでは？」
といった具合です。私にとって、このような
議論を英語ですることが、SEADの中で最も
楽しい時間でした。
　ヒートアップすると早口になるのは日本人

インドインド・ASEANリレーニュース・ASEANリレーニュース

グループのメンバー（筆者：左から２番目）
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もマレーシア人も変わりません。彼らの英語
も時間と共にスピードアップ。私も必死でつ
いていったつもりでしたが、最後は、英語か
マレー語かも判別できませんでした（きっ
と、マレー語だったのでしょう…）。

４．宿　題
　SEADは、５月に行われるセグメント１
と、11月に行われるセグメント２に分かれて
います。セグメント１とセグメント２の間に
は、宿題が課されます。英語の資料を読ん
で、英語のクレームと明細書を作成するので
すが、業務の合間に宿題をこなしたので、つ
いつい日本のスタイルで書いてしまいます。
日本のスタイルで書いた明細書に対する欧州
の講師の評価は芳しくありません。一言で言
えば、欧州の講師から見ると、日本のスタイ
ルは気持ち悪いようです。
　それでも敢えて日本のスタイルで書き続け
ていると、米国の講師からはそれなりの評価
が得られました。米国と欧州の実務の差なの
でしょうか。

５．感　想
　SEADでは、クレームドラフティングの手
法を学ぶと共に、ASEANやインドの実務家
とのネットワークを構築することができまし
た。SEADの参加者はモチベーションも高
く、ポテンシャルも低くありませんでした。
もちろん、日本の実務家とは経験値が大きく
違います。しかし、新興国の特許出願が増加
傾向にあることを考えると、彼らの中から日
本の実務家と同レベルの経験値を持つ人が出
てくる日もそう遠くない気がします。彼らと
一緒に仕事をする機会を心待ちにしつつ、彼
らに負けないよう日々の研鑽を積もうと思っ
ています。

宿題の課題の例（ドアノブカバーの発明）




